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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年10月12日(2017.10.12)

【公開番号】特開2016-164267(P2016-164267A)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月1日(2017.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（ａ）
【化１】

（式中、Ｒａ１及びＲａ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基又は炭素
原子数２～１０のアルケニル基を表し、該基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接して
いない２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－又は－Ｓ－に置換されてもよく、
また、該基中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子又は
塩素原子に置換されてもよく、
Ｍａ１及びＭａ２はそれぞれ独立して
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（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独立してシア
ノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
Ｚａ１及びＺａ２はそれぞれ独立して単結合又は－ＣＨ２ＣＨ２－を表すが、Ｚａ１及び
Ｚａ２がともに単結合を表すことはない。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有し、更に式（Ｌ－１－１．３）で表される化合
物又は式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物
【化２】

を含有する液晶組成物。
【請求項２】
更に、一般式（ＬＣ３）、一般式（ＬＣ４）及び一般式（ＬＣ５）
【化３】

（式中、ＲＬＣ３１、ＲＬＣ３２、ＲＬＣ４１、ＲＬＣ４２、ＲＬＣ５１及びＲＬＣ５２

はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、該基中の１つ又は２つ以上
の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、
－ＣＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ２Ｏ－又は－ＯＣＦ２－で置換
されてよく、該基中の１つ又は２つ以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子又は塩
素原子に置換されていてもよく、ＡＬＣ３１、ＡＬＣ３２、ＡＬＣ４１、ＡＬＣ４２、Ａ
ＬＣ５１及びＡＬＣ５２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
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個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、ＺＬＣ３１、ＺＬＣ

３２、ＺＬＣ４１、ＺＬＣ４２、ＺＬＣ５１及びＺＬＣ５２はそれぞれ独立して単結合、
－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－ＣＦ２Ｏ－を表し、Ｚ５は－
ＣＨ２－又は酸素原子を表し、ＸＬＣ４１は水素原子又はフッ素原子を表し、ｍＬＣ３１

、ｍＬＣ３２、ｍＬＣ４１、ｍＬＣ４２、ｍＬＣ５１及びｍＬＣ５２はそれぞれ独立して
０～３の整数を表し、ｍＬＣ３１＋ｍＬＣ３２、ｍＬＣ４１＋ｍＬＣ４２及びｍＬＣ５１

＋ｍＬＣ５２は１、２又は３であるが、ＡＬＣ３１及びＺＬＣ３１が複数存在する場合は
それらは同一であっても異なっていてもよく、ＡＬＣ３２及びＺＬＣ３２が複数存在する
場合はそれらは同一であっても異なっていてもよく、ＡＬＣ４１及びＺＬＣ４１が複数存
在する場合はそれらは同一であっても異なっていてもよく、ＡＬＣ４２及びＺＬＣ４２が
複数存在する場合はそれらは同一であっても異なっていてもよく、ＡＬＣ５１及びＺＬＣ

５１が複数存在する場合はそれらは同一であっても異なっていてもよく、ＡＬＣ５２及び
ＺＬＣ５２が複数存在する場合はそれらは同一であっても異なっていてもよい。ただし、
一般式（ＬＣ３）～一般式（ＬＣ５）において、一般式（ａ）で表される化合物は除き、
また、一般式（ＬＣ４）及び一般式（ＬＣ５）において一般式（ＬＣ３）で表される化合
物は除き、更に一般式（ＬＣ５）において一般式（ＬＣ４）で表される化合物は除く。）
で表される化合物群から選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１に記載の液
晶組成物。
【請求項３】
一般式（ＬＣ３）で表される化合物として、一般式（ｉ）
【化４】

（式中、Ｒｉ１及びＲｉ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基又は炭素
原子数２～１０のアルケニル基を表し、該基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－又は隣接
していない２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－又は－Ｓ－に置換されてもよ
く、また、該基中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子
又は塩素原子に置換されてもよく、Ａｉ１及びＡｉ２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、Ｚｉ１及びＺｉ２は
それぞれ独立して単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ２ＣＨ２－又は－ＣＦ２ＣＦ２－を表すが、Ｚｉ１の少なくとも１つは－ＯＣＨ２

－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－又は－ＣＦ２ＣＦ２

－を表わし、ｍｉ１は１～３の整数を表し、ｍｉ２は０～３の整数を表し、ｍｉ１＋ｍｉ
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２は１、２又は３であり、Ａｉ１及びＺｉ１が複数存在する場合は、それらは同一であっ
ても異なっていてもよく、Ａｉ２及びＺｉ２が複数存在する場合は、それらは同一であっ
ても異なっていてもよい。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する請求項２記載の液晶組成物。
【請求項４】
一般式（ＬＣ３）で表される化合物として、一般式（ｉｉ）
【化５】

（式中、Ｒｉｉ１及びＲｉｉ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基又は
炭素原子数２～１０のアルケニル基を表し、該基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－又は
隣接していない２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－又は－Ｓ－に置換されて
もよく、また、該基中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素
原子又は塩素原子に置換されてもよく、Ａｉｉ１及びＡｉｉ２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、ｍｉｉ１は１～３の
整数を表し、ｍｉｉ２は０～３の整数を表し、ｍｉｉ１＋ｍｉｉ２は１、２又は３であり
、Ａｉｉ１及びＡｉｉ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても
よい。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する請求項２又は３のいずれか１項に記載の液
晶組成物。
【請求項５】
更に、一般式（Ｌ）
【化６】

（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、
該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されてい
てもよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
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，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
　ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＡＬ２及びＺＬ３が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていてもよい
。ただし、一般式（Ｌ）において、一般式（ａ）、一般式（ＬＣ３）、一般式（ＬＣ４）
、一般式（ＬＣ５）で表される化合物、式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物及び式（
Ｌ－１－２．２）で表される化合物は除く。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する請求項１～４のいずれか１項に記載の液晶
組成物。
【請求項６】
一般式（Ｌ）で表される化合物として、一般式（Ｌ－１）
【化７】

（式中、ＲＬ１１及びＲＬ１２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲＬ

２と同じ意味を表すが、式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物又は式（Ｌ－１－２．２
）で表される化合物を除く。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する請求項５記載の液晶組成物。
【請求項７】
一般式（ａ）で表される化合物として、Ｍａ２は無置換の１，４－フェニレン基又は無置
換のナフタレン－２，６－ジイル基を表す化合物を１種又は２種以上含有する請求項１～
６のいずれか一項記載の液晶組成物。
【請求項８】
一般式（ａ）の含有量が液晶組成物において０．５質量％から３５質量％である請求項１
から７のいずれか１項に液晶組成物。
【請求項９】
一般式（ｉ）の含有量が液晶組成物において１質量％から２５質量％である請求項３から
８のいずれか１項に液晶組成物。
【請求項１０】
重合性化合物を１種又は２種以上含有する請求項１から９のいずれか１項に記載の液晶組
成物。
【請求項１１】
請求項１から１０のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
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